
 

 

フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ） 

第一回 「ＦＣＰアドバイザー会議」 

第二回 「ＦＣＰ普及・戦略研究会」 合同開催 

日時：平成２２年１０月２７日（水曜） １４：３０～１７：３０ 

場所：中央合同庁舎４号館１２２０～１２２１号室 

 

議事次第 

１．開催の挨拶 

＜第一部＞ 

２．農林水産政策研究委託調査事業との連携について 
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３．ＦＣＰを活用した優良事例の収集について 
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１．研究の進め方（前回資料より）

１）研究テーマ

本研究会では、以下の５項目の研究テーマ・活動を設定しています。

１．食の信頼回復・向上のためのシステムの開発と評価

２．消費者との対話手法の開発と評価

３． 食の事件・事故の風評被害等に関する影響評価

４．「食の信頼論」についての検討

５．出版活動等による普及啓発
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２）研究活動の流れ

研究活動の流れと各主体の役割を以下のように想定します。

【ＦＣＰ普及・戦略研究会】

○ 進捗管理・情報共有

○
全
体
デ
ザ
イ
ン

○
基
本
方
針

○
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
設
計

○
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
分
析
・
提
言

○
普
及
・
戦
略
の
再
構
築

【先生方・幹事会】【各事業者・幹事】【先生方・幹事会】

○フィールド活動

○学生による工場見学の実施

○事業者ヒアリング調査等

○各社からの意見・既存データ
活用

○店舗メディア化の検証

○出版活動等による普及啓発

・
・
・

主要
研究
項目

５項目

時間軸

【研究会】 【研究会】
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２．項目別の研究内容

本研究会の研究テーマの１～４項目は、農林水産政策研究所の研究委託事業（以下、研究の全体フレーム）と、連
携可能な調査については協働して行う予定です。

食の信頼回復・向上
のためのシステムの

開発と評価

食の事件・事故の
風評被害等に関する

影響評価

「食の信頼論」に
ついての検討

消費者との対話手法
の開発と評価

FCPのバックボーン
・基本理論
・政策論

FCPの費用対効果
・社会的観点
・経営的観点

FCPの社会的認知
・普及活動
・効果測定（企業信頼度）

FCPの手段
・店頭のメディア化
・効果測定（消費者行動）

□政策研・研究の全体フレーム
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それぞれの研究テーマの調査に必要なフィールド活動は、以下に示した事項が想定されます。

１．食の信頼回復・向上のためのシステムの開発と評価

研究の目的 成果・アウトプットのイメージ

○ＦＣＰ活動に取り組む事による、企業収
益への効果やＣＳＲ面への貢献などか
ら、「協働の着眼点」の総合的評価を進
める。

○食に対する消費者の信頼度合を計測す
ることのできる「食の信頼度指標」を構
築する。

①企業がＦＣＰ活動に取り組むことの効果

評価→H24
○どのような効果か：収益への効果、ＣＳＲ面への貢献など

②「食の信頼度指標」の構築→H24
○どこを対象とした指標か：ＦＣＰ活動に取り組む企業（個々の

企業ではなく）並びに、食品業界全体

実施予定調査の概要

年度別実施予定調査の構成 H22年度予定の調査における「フィールド活動」

【Ｈ22年度： 準備期間】

①「食の信頼度指標」のための事例調査

②Ｈ23年度実施予定の実証実験の事前準備 ◎意見交換（信頼度指標の項目等の検討）

◎H23年度からの実証実験に向けた事前
準備（フィールド活動を行うことのできる
小売店・製造事業者の候補等）

【Ｈ23年度： 実証実験】

①消費者－事前アンケート調査（普及活動実施前）

②事業者－事前ヒアリング調査（普及活動実施前）

＜小売店でのＦＣＰの普及活動を実施 （※テーマ２と連動）＞

【Ｈ24年度： 実証実験】
①消費者－事後アンケート調査（普及活動実施後）

②事業者－事後ヒアリング調査（普及活動実施後）

＊今年度、本研究会参加メンバー及びFCP情報共有NW参加
事業者の皆様に参加・協力して頂きたい具体的な内容



5

２．消費者との対話手法の開発と評価

調査の目的 成果・アウトプットのイメージ

○ＦＣＰに取り組む企業が消費者に認識・
理解されるための効果的な対話手法を
開発する。

○消費者との対話の在り方研究会と連携
しつつ、本研究会では「店舗のメディア
化」による対話手法の在り方を評価、検
討する。

◎ＦＣＰに取り組む企業が、消費者に理解さ
れ、評価される、店舗での情報提供・発信
の在り方→H23

実施予定調査の概要

年度別実施予定調査の構成 H22年度予定の調査における「フィールド活動」

【Ｈ22年度： 準備期間】

◎Ｈ23年度実施予定の店舗メディア化事前準備 ◎意見交換（店舗メディア化の手法等の

検討）

◎H23年度からの実証実験に向けた事前

準備（フィールド活動を行うことのできる

小売店・製造事業者の候補等）

【Ｈ23、H24年度： 実証実験】

・実証対象事業者ヒアリング・売上データ（事前）

＜店頭のメディア化活動の実施 （※テーマ１と連動）＞

・実証対象事業者ヒアリング・売上データ（事後）

＊今年度、本研究会参加メンバー及びFCP情報共有NW参加
事業者の皆様に参加・協力して頂きたい具体的な内容
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３． 食の事件・事故の風評被害等に関する影響評価

調査の目的 成果・アウトプットのイメージ

○一事業者の起こした問題がその他の食
品事業者に拡散していくプロセスを明ら
かにする。

○その解明にあたり、原材料調達や販売
先などを通じた事業者の連結構造を確
認したうえで、消費者がどのような業種
が構造的に関連していると意識している
かを調査し、拡散のプロセスや風評によ
る企業・業界の巻き込まれ度合等を明ら
かにする。

①食品業界の他社における事故・事件によ
る風評被害の伝播経路、巻き込まれの可
能性を解明→H23

②拡散プロセスからみた風評被害の

ＦＣＰによる遮断効果等の検討→H23

実施予定調査の概要

年度別実施予定調査の構成 H22年度予定の調査における「フィールド活動」

【Ｈ22年度： 調査実施】

①食の事件・事故事例調査（データ整理）

②（仮称）食品企業の連結イメージに関する

消費者意識調査（インターネット調査）

③事業者聞き取り調査
◎上記①に関わる個別ヒアリング実施

【Ｈ23年度： とりまとめ】

◎調査結果の分析

＊今年度、本研究会参加メンバー及びFCP情報共有NW参加
事業者の皆様に参加・協力して頂きたい具体的な内容
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４． 「食の信頼論」についての検討

調査の目的 成果・アウトプットのイメージ

○一連の研究結果を踏まえ、「食の信頼」
の理論的考察を行う。

①大学院生（学部生も含む）向けのインター
ンシップ型のプログラム開発→H23

②食の信頼論の構築→H24

実施予定調査の概要

年度別実施予定調査の構成 H22年度予定の調査における「フィールド活動」

【Ｈ22年度】

①文献調査

②プレ・インターンシップ・プログラムの実施

③国内外の食の信頼を確保する行政手法等を
収集・分析

◎プレ・インターンシップ・プログラムの実施
（座学＋工場見学等の実習のトライアル）

◎日本フ－ドシステム学会秋季大会での
特別シンポの実施（11月23日（祝） 千葉大学園芸学部）

【H23年度～ H24年度】

①「食の信頼論」について検討

②インターシップ型プログラムの実施・検証

＊今年度、本研究会参加メンバー及びFCP情報共有NW参加
事業者の皆様に参加・協力して頂きたい具体的な内容
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５．出版活動等による普及啓発

調査の目的 成果・アウトプットのイメージ

○出版活動等によるＦＣＰの普及戦
略について、出版関係者等ととも
に基本的な方向性を検討し、実施
する。

①月刊HACCPでのＦＣＰの連載→H22

②雑誌・機関誌・学会誌等への寄稿

③新書等の出版

④YouTube等の動画サイトでの普及（活動事例の
投稿）

⑤事業者向け小冊子等、FCPの普及・営業ツー
ルの作成

実施予定調査の概要

年度別実施予定調査の構成 H22年度予定の調査における「フィールド活動」

【H22年度～】

◎普及活動展開 ◎月刊HACCPでのＦＣＰの連載

◎雑誌等への投稿活動

◎意見交換（出版活動等についてご意見）

＊今年度、本研究会参加メンバー及びFCP情報共有NW参加
事業者の皆様に参加・協力して頂きたい具体的な内容
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

幹事会 幹事会 幹事会

11月８日
全体中間報告会

３月８日
全体成果報告会

幹事会

第０回
（７／３）

３．スケジュール

第一回研究会を開催後、「第一回～第二回幹事会」と「第一回ＦＣＰ出版戦略作戦会議」を開催いたしました。

幹事会

第１・２回（８／21、10／16開催）
○研究活動・スケジュールの検討

第３回研究会
（１月末頃開催予定）
○研究成果の共有
○成果報告会の検討

第１回研究会（７／８）
○研究会の方針、
研究ﾃｰﾏについて

第２回研究会（10／27）
〔第１回FCPｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ会議
との合同開催〕

○調査内容についての意見
交換 等

第３回
（11月頃開催予定）
○調査結果等の
検討・分析

第４回（12月頃開催予定）
○調査結果分析、信頼度
指標の作成準備

■第１回ＦＣＰ出版
戦略作戦会議
（９／８開催）

○出版等戦略立案

に関する意見交換
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• 英国食品基準庁（Food Standards Agency）は、食品衛生管

理から表示・栄養政策まで扱う包括的食品安全庁（機構改革
中）

• 地方自治体を監査・指導する体制

• EUの食品安全行政
– フードチェーン全体の規制

– HACCP規制

– 動物由来製品の規制

• 小規模事業者の食品安全の自発的取組を促進
– 普及手段の開発

– 業種横断的ワークショップ

• 食品衛生レーティング制度とのコラボへ→衛生管理の効率化

４．補足資料

Safer Food, Better Business (SFBB)について



www.food-communication-project.jp/

農林水産省

フード・コミュニケーション・プロジェクトチーム

第２回ＦＣＰ普及・戦略研究会
第１回アドバイザー会議

ＦＣＰを活用した優良事例の収集について

（資料３）



http://www.food-communication-project.jp/

2Copyright (C) 2010 MAFF All Rights Reserved.

シンポジウム：

「食」の信頼向上のための協働 ～（現実の課題）と（今後の方向性）～

○「食」の信頼向上のための協働
日本マクドナルド㈱ ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ本部品質統括部 統括ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 山下 安信氏

○食品衛生自主管理の現状報告
㈱すかいらーく オフィサー・品質保証担当リーダー 三牧 国昭氏

○「食」の安全衛生について
シダックス㈱ 管理本部品質管理室 課長 渋谷 直之氏

○ﾌｰﾄﾞ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについて
農林水産省 ＦＣＰﾁｰﾑ 神井 弘之ﾘｰﾀﾞｰ

○横断的な食品安全とその技術者の育成
東京海洋大学大学院 食品流通安全管理専攻 日佐 和夫教授

フードセーフティジャパン2010 (9月22日(水))



http://www.food-communication-project.jp/

3Copyright (C) 2010 MAFF All Rights Reserved.

株式会社 高島屋様 お取引先説明会
「お客様の食への信頼向上に向けて」

（プログラム）
○お客様の食への信頼向上へ向けて

○高島屋のＣＳＲに関する基本的な考え方

○ﾌｰﾄﾞ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの今年度の活動について
農林水産省 ＦＣＰﾁｰﾑ 神井 弘之ﾘｰﾀﾞｰ

○販売の第一線から

取引先説明会におけるＦＣＰの活用例



http://www.food-communication-project.jp/

「ＦＣＰ展示会・商談会シート」の活用例



ＦＣＰ中間報告会 第３セッション グループワーク（案）

普及の相手 課題・対応 キャッチフレーズ

社 内

取 引 先

消 費 者



 

 1 

（資料４） 

ＦＣＰ中間報告会の開催についての御案内 

 
2010 年１１月８日（月） 東京大学弥生キャンパス弥生講堂一条ホールを中心に FCP

の中間報告会（主催：農林水産省、共催：東京大学大学院農学生命科学研究科 食の安全研

究センター／アグリコクーン）を開催いたします。 

中間報告会では、「協働の着眼点」の活用についての研究を進めていただいている方々から、

その途中経過についてご報告いただき、ＦＣＰの主旨にご賛同いただきご参集いただいた

方々と情報の共有をはかると共に、新たな研究、ビジネスの展開に向けた意見交換等を行い

ます。 

多様な関係者の皆様との交流や意見交換を通じて、個々の FCP の取組がシナジーを生み、

より大きなうねりとなるような場としていきたいと考えております。 

ご多忙のこととは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご参加賜りますようお願いいたし

ます。 

なお、中間報告会終了後にささやかではございますが、懇親会を予定しております。併せ

て御参加賜りますようお願いいたします。 

記 

 

■ ＦＣＰ中間報告会 ■ 

日時： 平成 22 年１１月８日（月） 13：３0 ～ 18：１５（予定） 〔開場 13:00〕 

（懇親会 成果報告終了後～20：00 於：弥生講堂アネックスセイホクギャラリー（予定）） 

場所： 弥生講堂一条ホール／弥生講堂アネックスセイホクギャラリー 

 東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学農学部内 

東京メトロ 東大前駅（南北線） 徒歩 1 分 
東京メトロ 根津駅（千代田線） 徒歩 8 分 
http://www.a.u-tokyo.ac.jp/yayoi/map.html 

主催： 農林水産省 

共催： 東京大学大学院農学生命科学研究科 食の安全研究センター/アグリコクーン 

主な内容： 

○ FCP のこれまでの取組 

○ 研究会の進捗状況について 

○ FCP の今後の展開について 

 

 
 

農正門からの弥生講堂と弥生講堂アネックスの位置関係 
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〔開場時刻〕13:00 

 
 
 
１． 主催者及び共催者挨拶  

２． ＦＣＰの取組状況 

３． ＦＣＰ地域ブランチからの活動報告 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１． ＦＣＰ普及・戦略研究会の進捗状況について 
２． グループディスカッション 
３． 結果報告 

 
 
 
 

※都合により、プログラムが変更になる場合もありますので、ご承知おき下さい。 

 
ＦＣＰ中間報告会プログラム（予定） 

第２部 [15:10～16:20] 

第１部 [13:30～14:55] 於：弥生講堂 一条ホール 

２Ａセッション 

＜アセスメント系＞ 

 於：弥生講堂 一条ホール 

 

１．工場監査項目の標準化・共有化研究

会について 

  ・研究会の進捗状況報告 

  ・研究会参加事業者からの報告 等 

 

２．商品情報の効率的なやりとり研究会に

ついて 

  ・研究会の進捗状況報告 

  ・研究会参加事業者からの報告 等 

 

３．セッション総括 

２Ｂセッション 

＜情報発信・地域活性化系＞ 

於：弥生講堂アネックスセイホクギャラリー 

 

１．企業力向上の場としてのマッチングフェ

ア・商談会の活用促進研究会について 

  ・研究会の進捗状況報告 等 

 

２．消費者との対話のあり方研究会につい

て  

  ・研究会の進捗状況報告 等 

 

３．セッション総括 

第３部 [16:35～18:15] 【ＦＣＰ普及・戦略セッション】於：一条ホール 

懇親会 [中間報告終了後～20：00] 於：弥生講堂アネックスセイホクギャラリー 
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FAX 番号：03-6744-2369 

E-mail: fcp_jimukyoku@nm.maff.go.jp 

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局 

平成２２年度ＦＣＰ 中間報告会 参加申込み用紙 

企業／団体名  
ネットワーク加入状況  加入済（会員ＩＤ：ＦＣＰ       ）  未加入 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  
 

参加者氏名１  
所属（部課）名  

E メールアドレス  

参加 

希望 

第１部（いずれかに○）  ご出席  ご欠席 

第 2 部（いずれかに○）  アセス系ご出席  情報・地域系ご出席  ご欠席 

第３部（いずれかに○）  ご出席  ご欠席 

懇親会（いずれかに○）  ご出席  ご欠席 

 

参加者氏名２  
所属（部課）名  

E メールアドレス  

参加 

希望 

第１部（いずれかに○）  ご出席  ご欠席 

第 2 部（いずれかに○）  アセス系ご出席  情報・地域系ご出席  ご欠席 

第３部（いずれかに○）  ご出席  ご欠席 

懇親会（いずれかに○）  ご出席  ご欠席 

 
 

※出席のご希望が２名を超える場合は、お手数ですが用紙を印刷・コピーいただき、人数分お申し込みください。 

※＜参加希望＞参加をご希望されるプログラムについて、当てはまるものを○で囲んでください。 

※会場の都合上、参加人数に限りがございます。定員になり次第、締め切らせて頂きます。 

※当日のご参加に当たってはこの申込書をご持参下さい。なお、会場の都合上、やむなくお断りする場合はその

旨事前にご連絡いたします。 

 

 

 

 

ご記入いただいた個人情報は、上記参加申込受付および参加者管理の目的のためにのみ利用し、他の目的で利用することは一切

ございません。情報の取り扱い（*）に関しご同意いただいた上で、お申し込みください。  

【FCPプライバシーポリシーおよびお問い合わせ先】（*） http://www.food-communication-project.jp/privacy/index.html 

 

申込締め切り：10 月 29 日(金)必着 
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